
広報きりゅう令和２年２月号 10

作品・協賛事業を募集します 第
72
回
桐
生
市
文
化
祭

　
５
月
９
日
（
土
）
か
ら
６
月
７

日(

日)

ま
で
、
市
民
文
化
会
館

な
ど
を
会
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
行
う
、
第
72
回
桐
生
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
で
展
示
す
る
市
展

四
部
門
（
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

日
本
画
）
と
工
芸
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

　
各
部
門
の
募
集
要
項
は
、
生
涯

学
習
課
（
市
役
所
４
階
）
と
各
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
内
線
６
８
２
）

▼
洋
画
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
油
彩
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、

デ
ッ
サ
ン
、
版
画
、
彫
刻
な
ど
で

大
き
さ
は
自
由

▼
書
道
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
額
装
か
軸
装
。
大
き
さ
は

小し
ょ
う
が
せ
ん
は
ん
せ
つ

画
仙
半
切
35
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
１
３
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
横
１
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
内
、
縦
２
２
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
内
。
篆て
ん
こ
く刻
は
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
39
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
。

▼
写
真
（
点
数
制
限
な
し
）

規
格
＝
半
切
マ
ッ
ト
パ
ネ
ル
仕
上

げ
。
デ
ジ
タ
ル
合
成
加
工
は
不
可
。

題
材
は
自
由
（
近
作
）
。

▼
日
本
画
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
額
装
。
６
号
以
上
。

出
品
料
＝
１
部
門
１
５
０
０
円

応
募
方
法
＝
写
真
部
門
は
４
月
４

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
に
、
洋
画
・
書
道
・

日
本
画
部
門
は
、４
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
、

市
民
文
化
会
館
展
示
室
へ
作
品
と

出
品
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

審
査
会
＝
写
真
部
門
は
４
月
４
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
洋

画
・
書
道
・
日
本
画
部
門
は
４
月

５
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
か
ら
、

市
民
文
化
会
館
展
示
室
で
公
開
審

査
を
行
い
、
入
選
作
品
を
決
定
し

ま
す
。

種
類
＝
陶
、
染
、
織
、
木
、
竹
、

人
形
、
刺
し
ゅ
う
、
七し
っ
ぽ
う宝
、
刀
剣
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
工
芸
作
品
（
点
数

制
限
な
し
）

出
品
料
＝
１
点
５
０
０
円

応
募
方
法
＝
５
月
14
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
１
時
30
分
ま
で

に
、
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
Ｂ
へ
作
品
と
出
品
料
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
第
72
回
桐
生
市
文
化
祭
の
開
催

に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

「
桐
生
市
文
化
祭
協
賛
事
業
」
を

募
集
し
ま
す
。

　
協
賛
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た

事
業
は
、
桐
生
市
文
化
祭
の
ち
ら

し
や
広
報
き
り
ゅ
う
な
ど
で
文
化

祭
と
同
様
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
を
主
な
拠
点
と
し
て

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
開
催
す
る
事
業
。
ま
た
、
桐

生
市
文
化
祭
開
催
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
５
月
９
日
（
土
）
か
ら
６
月

７
日
（
日
）
ま
で
に
、
市
内
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
入
場
料
お

よ
び
物
品
販
売
な
ど
の
金
銭
授
受

が
な
い
事
業
。

申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
、
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
市
役
所
４
階
、
☎
内
線

６
８
２
）
へ
。

水墨画サークル合同展

市
展
四
部
門

工
芸
展

協
賛
事
業
の
募
集



市民税・県民税

利用開始日＝３月２日（月）

取扱税目＝市・県民税（普通徴収）、固定資産税・都

市計画税、軽自動車税、国民健康保険税（普通徴収）

問い合わせ＝納税課納税管理担当（☎内線 235）

　　直接または郵送で。
　令和元（平成 31）年分の市民税・県民税（市・県民税）

の申告と相談は、２月 17 日（月）から３月 16 日（月）

まで（土、日、祝日を除く）受け付けます。

　会場や日程、受付時間などは、広報きりゅう１月

号または市ホームページをご覧ください。

問い合わせ＝税務課市民税担当（☎内線 226 ～ 228）

始まりま
す！

の申告

所得税などの

確定申告＆
　　e

イータックス

‐Tax またはスマートフォンで。
　所得税、個人事業者の消費税、贈与税の確定申告

会場を開設します。

期間＝２月 17 日（月）～３月 16 日（月）※土、日、

祝日を除く

受付時間＝午前８時 30 分～午後４時

※混雑状況により受け付けを早く締め切る場合があ

りますので、午後３時を目安に受け付けを済ませて

ください。相談が午後５時を過ぎる場合は、再度来

ていただく場合があります。

※税務署へ提出する申告書などにはマイナンバーの

記載が必要です。

場所＝桐生税務署４階会議室※期間前後の会場の開

設はありません。

問い合わせ＝桐生税務署（☎ 22 ‐ 3121 自動音声に

従い「０」を選択）

アプリで納税
いつでも！どこでも！簡単に！

Ｑ１　年金しか収入はないが、申告の必要はある？

昨年の状況により異なります。（以下一例）

公的年金収入が 400 万円以上 確定申告が必要

公的年金収入が 400 万円以下で
課税のある人が、医療費控除な
どを受ける場合

市・県民税の申
告が必要

公的年金収入が
151 万５千円以下（65 歳以上）
101 万５千円以下（65 歳未満）

非課税となるの
で、申告の必要
なし

Ｑ２　確定申告の必要はないと言われたが、市・県
　　　民税の申告は必要はある？

必要な場合があります。給与収入や公的年金収入以
外で収入があった場合、市・県民税の申告が必要です。

Ｑ３　医療費控除を受けると医療費が戻る？

医療費は戻りません。医療費控除を受けると、課税
される税金が安くなります。ただし、非課税となる
人は申告しても税額に変更はありません。

Ｑ４　医療費控除を受けるにはどうしたらいい？

医療費控除の対象者は、１～ 12 月の医療費（実質
負担分）が、10 万円（または所得の５パーセント
のいずれか低い金額）以上の人です。該当する人は、
医療費の領収書などから「誰が」「どこで」「いくら
支払い」「生命保険などからいくら補てんがあった」
かを明細書にまとめ、申告してください。

よくある質問

※ネットバンキングは、事前に金融機関との契約が必要です。

L
ラ イ ン

INE P
ペ イ

ay を
利用する場合

クレジットカード・ネット
バンキングを利用する場合

11 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111


